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准看護師教育の課題

１ 准看護師制度におけるカリキュラムと教育内容

２ 准看護師に期待できる能力

隣接職種「介護福祉士」の能力と比較
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坪倉 繁美

資料５



准看護師教育の課題は隣接職種と比較して検討

１ 准看護師の制度上の位置づけ
(1)「保健師助産師看護師法」における准看護師の資格と業務
(2)准看護師資格獲得の教育制度
(3)准看護師教育の基本的考え方と教育内容の概要

２ 介護福祉士の制度上の位置づけ
(1)「社会福祉士及び介護福祉士法」における介護福祉士の資格と業務
(2)介護福祉士資格獲得の教育制度
(3)求められる介護福祉士像と教育内容の概要



保健師助産師看護師法 昭和23年制定

【看護師の定義】 第５条
この法律において「看護師」とは、厚生労働大臣の免許を受けて、傷病者

若しくはじょく婦に対する療養上の世話又は診療の補助を行うことを業とす
る者をいう。

【准看護師の定義】 第６条
この法律において「准看護師」とは、都道府県知事の免許を受けて、医師、

歯科医師又は看護師の指示を受けて前条（第5条）に規定することを行うことを
業とするものをいう。
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社会福祉士及び介護福祉士法 昭和62年制定

【定義】 第2条２
この法律において「介護福祉士」とは、第42条第1項の登録を受け、介護福

祉士の名称を用いて、専門的知識及び技術をもって、身体上又は精神上の障
害があることにより日常生活を営むのに支障がある者につき心身の状況に応
じた介護（喀痰吸引その他のその者が日常生活を営むものに必要な行為で
あって、医師の指示のもとに行われるもの（厚生労働省令に定めるものに限
る。以下「喀痰吸引等」という。）を含む。）を行い、並びにその者及びそ
の介護者に対して介護に関する指導を行うこと（以下「介護等という）を業
とする者をいう。

＊第42条第1項の登録とは、介護福祉士の登録の事項
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出典 厚労省
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介護福祉士の教育と資格取得



看護師等養成所の運営に関する指導ガイドライン別表４
准看護師教育の基本的考え方、留意点等（改正案）

准看護師教育の基本的考え方

1)人間を身体的・精神的・社会的側面から把握し、対象者を生活する人として理解する基礎的能
力を養う。

2)医師、歯科医師、又は看護師の指示のもとに、療養上の世話や診療の補助を、対象者の安楽を
配慮し安全に実施することができる能力を養う。

3) 疾病をもった人々と家族のさまざまな考え方や人格を尊重し、倫理に基づいた看護が実践でき
る基礎的能力を養う。

4) 保健・医療・福祉チームにおける各職種の役割を理解し、准看護師としての役割を果たす基礎
的能力を養う。

5) 看護実践における自らの課題に取り組み、継続的に自らの能力を維持・向上する基礎的能力を
養う。

「看護基礎教育検討会報告書」 令和元年10月15日 厚生労働省 より



看護師等養成所の運営に関する指導ガイドライン別表４
准看護師教育の基本的考え方、留意点等（改正案） つづき



厚生労働省 第13回社会保障審議会福祉部会 福祉人材確保専門委員会（平成30年2月15日） 資料
「介護福祉士養成課程における教育内容の見直し」 より



厚生労働省 第13回社会保障審議会福祉部会 福祉人材確保専門委員会（平成30年2月15日） 資料
「介護福祉士養成課程における教育内容の見直し」 より



准看護師の就業について

資料 公益社団法人日本看護協会ホームページより

 准看護師養成の推移
 准看護師学校養成所の卒業状況
 看護師および准看護師の就業者数の推移
 准看護師の求人状況



公益社団法人日本看護協会ホームページより



公益社団法人日本看護協会ホームページより



公益社団法人日本看護協会ホームページより



公益社団法人日本看護協会ホームページより



准看護師教育の課題 坪倉のまとめ（案）

１ 准看護師制度における専門職としての主体性（自律性を含む）について
・主体的な判断力に基づく専門職としての機能を発揮することは、制度上難しい。
・主体的な判断力を発揮するために必要なカリキュラムの体系化ができていない。
・准看護師が保有する能力の限界を見極めて、医師や看護師へ必要な報告を行う。
必要な報告とは「リスク認知」「成り行きの重症化」の教育が必要

・現状では、准看護師資格取得では満足できず、看護師資格を得るために大半は進学している。

２ 准看護師が有している能力に対する社会のニーズの実態
・現在、介護・福祉関係からの求人はあり、就職している。
・介護・福祉関係の現場では、介護福祉士との仕事の競合がある。
（日常生活援助、コミュニケーション力、生活・状況に応じた支援）

・介護・福祉関係の現場で、看護の主体性や判断力を発揮できるほどの立場や能力は期待されていない。
・高齢者の生活や在宅療養をイメージした教育の内容が不十分である。

３ 現行の制度の中での活躍の模索
・多職種との関係の中で優位性、特に介護福祉士との関係での優位性を模索する。
・現行の職種イメージの延長線ではなく、他分野・領域での活躍を検討する。


